
昭和盈9年度の海外関係業務をふりかえって

地質調査所における海外関係業務としては海外地質

調査協力室で行なっている業務資料室および標本室で

行なっている資料交換ならびに各研究部課で行狂っ

ている研究成果の交換などがありここでは当室で関係

した業務をふりかえってみたい.

発展途上国に対する技術協力の重要性が最近ますま

す国の内外から強調されている情勢に対応し当室とし

ては地質調査所のこれら業務の窓口としてその活動範

囲の拡大ならびに充実につとめてきた.当室は各研究

部課の協力のもとに発展途上国に対する専門家の派遣

国際機関との協力国内の関係機関との協力ならびに

集団および個別研修だとの業務を取扱っている.毎年

開催される2つの集団研修コｰスは第8回を修了しこ

の間に受入れた研修員は177名に達しそれらの国々は

アジア中近東アフリカおよび南米などの28ヵ国にお

よんでいる.各国に派遣されている専門家の実績なら

びに受入れた協同研究員および研修員により当所に対

する各国関係機関の認識を高める結果となり先進国の

研究者との協同研究の実施関係機関の要人の来所専

門家の派遣要請研修参加希望者の増加および国際会議

への積極的柱参加要請カミますます増大の傾向を示して

いる.当室では4半期毎に海外地質朗報を印刷し業

務内容専門家からの報告および海外ニュｰスなどを取

海タド地質調査協力室

まとめて関係方面に参考資料として配布しておりこ

れらを要約して49年度の業務をふりかえってみたい.

1.在外研究･協同研究

本年度は科学技術庁の中期在外研究員として鉱床部石

原舜三技官バｰトギャランティ研究員として鉱床部松

久幸敬技官カミ選ばれた.この他に協同研究者として技

術部倉沢一技官が海外に出張した.

石原舜三技官はアメリカ西部のホｰフイリｰカッパｰ

鉱床の研究のためカリボルニア工科大学など8大学

ビュｰト鉱山およびアメリカ地質調査所デンバｰ分室た

らびにメンロパｰク分室を訪ね研究者と研究交流なら

びに現地調査研究のため昭和50年3月31目から8月31

目までの間米国およびカナダに出張した.

松久幸敬技官は米国シカゴ大学エンリコ･フェルミ研

究所において鉱物間の同位体の分布に関する実験的研

究および隈石中における同位体存在度の研究を行なうた

め米国科学基金(NSF)の奨学金を得て昭和50年1

月3目から1ヵ年の予定で出張した.

佐藤壮郎技官は科学技術庁長期在外研究員として昭

和49年3月1目から1ヵ年の予定でカナダ地質調査所

においてプレカンブリアン層状鉱床の研究を行なってい

たがニュｰファンドランドのメモリアノレ大学の招へい

地下水開発集団研修閉講
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海外との交流

(昭和45.4.1～50.3.31)
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により更に1ヵ年間研究を続けることになった.

2.国際研究協カ

昭和48年度から新しく発足した国際産業技術研究事業

(ITIT)の一環として当所では｢東南アジア地域の地

質構造の研究｣を行なうことになり今年で第2年度を

迎えた.

この研究は東南アジア地域における広域物理探査結

果のデｰタ処理による地下構造の決定ならびにそれら

の編集と総合解釈による広域の地質単位における地質構

造とその発展史の解明を行泣うとともにデｰタ処理技

術の発展途上国研究機関への移転をはかるものである.

初年度および今年度もインドネシア地質調査所と協

同でジャワ島の重力のデｰタ処理と解釈に関する研究を

続行した.今年度は酉部ジャワ中東部ジャワに選ん

だ南北2測線に沿ったノレｰト上でそこに分布する主と

して始新統一第四系の野外観察磁性残留磁気め測定

力学的性質および古生物研究用の岩石試料の採取を行な

いそれらについて室内実験および鑑定を行なっている.

当所からは佐野凌一海外室長燃料部佐藤良昭技官星

野一男技官名取博夫技官および物探部長谷川博技官が

現地に出張した.フエロｰ研究員としてインドネシア

地質調査所GUR㎜趾NGSU班加IAKIL氏カミ昭和49年11

月5目から昭和50年1月23目まで主として物理探査デ

ｰタ処理の研究を行なうため来所した.研究管理者と

してタイ鉱山局次長PI富00TPE冊SUDムsUNム氏を昭相50

年3月27目から10目間わが国に招へいし当所をはじめ

東北工業技術試験所公害資源研究所および動力炉核燃

料開発事業団の東濃鉱山を視察した.

3.海外研修員などの受入れ

国際技術協カ事業としての集団研修と個別研修およ

び先進国からの協同研究員の受入を行なった.

集団研修は沿海鉱物資源探査および地下水開発の2

つのコｰスでいずれも今年度で第8回を終了した.

この間に参加した研修員は沿海探査に21ヵ国から91名

地下水に24力国から86名に達した.沿海鉱物資源探査

集団研修コｰスは13ヵ国から15名の研修員を受入れ昭

和49年5月6目から12月16目までの聞開催された.当

初2ヵ月間は目本語研修を含むオリエンテｰションがな

され7月上旬から地質調査所において講議および名古�
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派遣専門家および在外研究員

1氏名1所属渡航先機関お1び国1期間1経費織

加藤甲壬技術鵜鶏ビアき81§:19～サウン政府

46.3.16～

△桑形久夫技術"50､&15"

高橋清技術碁鰯羅ニタｰ饅11:墓1～ユネスコ

トノレコ46.5.21～

△河禺清雄地質鉱物調査開発研究所49.㌦20JICA

△藤井紀之鉱床鵜編ビア駕1書11婁～サウン政府

沢募之助地質謙寓務局欝:§1.1～･…

平山次郎地質銘編ビア欝:1:1§～サウン政府

高島清鉱床益編査開発研究所欝:1118～J…

竹田英夫鉱床美嚢録審議会螢111111～J…

河内洋佑地質茄毒ランド螢:1:1～オタゴ大学

△長谷川博物探錨霧ア窟1董12§～･…

④犬晃_最鉱床姦美杜霧1亨11§～JICA

49.6.30～

④佐野凌一海外インドネシアタイ4臥7.7ITIT

･小出仁鉱床督一ヨｰク市立犬学篤:婁:ll～鷲灘質

佐藤壮郎鉱床鶴査所メモリアル大学螢:妻1.1～箕義雛質

④佐藤良昭燃料緩纏斎ア

④長谷川博物探〃

④星野一男燃料〃

④名取樽夫燃料〃

○藤井敬三燃料銘潟ビア

眺島公司技術議編発センタｰ

49.8.ユ9～

����

〃

〃
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〃

〃

〃〃

仙8･1～サウジ政府

����

4λ9･20～JICA

��㈮㈵

④松野久也竃墨;争う夏ン孟熟語纂最盃調査鑑畳1男～サンシャイン

⑬小墓二郎鉱床業え雪ア姦裏蚤晴詣萎ン竈1量1書8～外国受託

④倉沢一技術鷲乳ミレｰ調査欝11妻1｡書～文部密

○松久幸敬鉱床擦ゴ大学蟄:l1茎～貯雛質

④河野道也海外多イ帰毒繍葛巡錨不ソ18葦養～･1･･

④野間泰二鰯…

○長谷川博物探錨鋳アll:え21～･…

○石原舜三鉱床黍里フ炉カヅハｰ鉱床研究;8§墨～鵜灘質

○本島公司技術姦議編発センタｰ器:妻1｡;～･…

49年度に派遣中出発(○印)または帰国(△印)

星空港を基地とする空中磁気探査実習ならびに海洋調

査船白嶺丸による海上実習が実施された.地下水開

発集団研修コｰスは9ヵ国から9名の研修員を受入れ

昭和49年8月12目から11月27目までの間開催されその

間に常磐地区で地下水開発のための電気探査さく井

揚水テストなどの一貫した実習を実施した.

個別研修としては海洋地質の研究地熱探査の研究

および地球化学の研究で各1名をそれぞれ海洋地質部

物理探査部および技術部･鉱床部で受入れた.この他

に短期間のものとして金属鉱業事業団が海外で行なっ

ている資源開発基礎調査に伴う技術研修計画の一環とし

てペノレｰ1名トルコ2名およびビノレマ3名を受入れ

た.

先進国からの協同研究者としてチリ大学教授

F趾NcIscoH醐冊氏が4月20目から30目の間地質部に

おいてEPMAによる分析の研究を行なった.科学技

術庁掘へい外国人研究者として米国ヒュｰストンNA

SA宇宙センタｰのDムYIDS肥w畑TM1cKムY博士か

高分解能走査型電子顕微鏡による月の岩石の研究およ

び日本の火山岩と月の岩石の比較研究のため昭和49年

8月2目から昭和50年2月28目までの間技術部地質

部および鉱床部で協同研究を行なった.

以上のほかにわが国で実施されている当所業務と関連

の深い集団研修コｰスとしては建設省建築研究所国際

地震工学センタｰの地震工学九州大学と九州電力によ

る地熱開発目本鉱業協会による鉱業技術などがあり

当所からはそれぞれのコｰスに講師が派遣されている.

4.専門家派遣および海外出張

派遣されている専門家は国連の要請コロンボ計画等一

により日本政府が国際協力事業団(JICA)を通じて実施

している技術協力およびサウジアラビア政府の要請に

よる技術協力などでいずれも発展途上国において地

下資源開発のための調査研究に従事している.

国連の要諸による専門家として昭和46年3月以降

引続いて派遣されている地球化学課高橋清技官は1970

年にユネスコの援助でサウジアラビアのジエダに創設さ

れた応用地質学センタｰにユネスコから派遣された専

門家として初期の段階から赴任しており地球化学的調

査研究の指導に当っている.

日本政府の行なう技術協力による専門家が1年

以上の長期にわたり派遣されている機関としてはトノレ�
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コ鉱物調査開発研究所(MTA)サウジアラビア鉱物資

源局(DGMR)エスキヤプ沿海鉱物資源共同探査調整

委員会(CCOP)事務局エスキャプ鉱物資源開発セン

タｰおよびメキシコ天然資源審議会などである.

サウジアラビア政府わ経費によりジエダにある鉱物資

源局に派遣されている専門家は昭和38年9月の第1次

調査団が派遣されて以来1年6ヵ月を期限として魂在

派遣中の第7次調査団までの間にその敷延39名に達した.

派遣専門家は各地において鉱物資源開発のための調査に

従事しており調査団の規模は第4次の7名を最高とし

て順次縮少され昭和51年にこの計画を終了する予定で

ある.,トルコのアンカラにある鉱物調査開発研究所に一

は昭穐41年7月にはじめて当所から炭田調査の専門家

がトルコ政府の経費により派遣された.その後引続き

日本政府の中近東援助計画により金属鉱床探査構造地

質および岩石学などの専門家カミ派遣されその数は現在

までに当所がち7名民間から3名に達しいずれもト

ノレ:コ国内の鉱床探査に従事し同国の銅鉱床開発に貴重

な資料を提供した.バンコクにあるエスキャプ･アジ

ア沿海鉱物資源共同探査調整委員会事務局に技術顧問と

して創設当初の昭和42年から現在まで引続いて当所から

4名の専門家が派遣され域内国の沿海鉱物資源探査の

発展に寄与している.エスキャプ鉱物資源開発センタ

ｰは域内国の鉱物資源開発における専門家による諮問

サｰビスや関連情報の整備･解析および普及などを中心

とし10名程度の専門家により事業を行なうことになっ

ている.とりあえず昭和48年11月にバンコクのエスキ

ャプ事務局内に設立され技術部本島公司技官はセン

タｰ所長三枝守雄氏とともに派遣された.

メキシコ政府の天然資源審議会の探査活動に対し技術

指導を行狂うため鉱床部竹田英夫技官は昭末口48年12

月から2ヵ年の予定で派遣されたが先方の要請により

任期をさらに1ヵ年延長することに狂った.

短期派遣の専門家としてチリ銅公社(CODELCO)の

鉱山開発技術指導狂らびに今後の技術協力打合せのため

大町北一郎鉱床部長は昭和49年6月17目から7月10目

の間金属鉱業事業団三浦海外部長他1名とともに出張

した.サンシャイン計画推進のため工業技術院が派遣

した新エネルギｰ技術開発状況調査団の地熱グルｰプの

リｰダｰとしてヨｰロッパ諸国の地熱エネルギｰの開

発利用状況関連分野の研究所および施設を調査するた

め松野久也赤用地質部長は昭和49年11月10目から11

月27目の間アイスランドイタリアフランスに出張

した.

金属鉱業事業団が行なう鉱業事庸調査のため鉱床部

小村幸二郎技官は同事業団平山健氏とともにサウジア

沿海鉱物資源探査集団研修(49･5.6～臭9.12.16)
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所属

石油･ガス開発公杜

ミヤンマ石油公杜

国立研究センタｰ

国立研究センタｰ

石油･ガス局

地質調査所

地質･石油局

地質調査所

肩油公杜

地質調査所

鉱山･動力省

エネルギｰ鉱山省

鉱山局

鉱物資源局

鉱物資源局

地下水開発集団研修(49.8.12～49.11.27)

国籍

アフガニスタン

バングラデシユ

ブラジル

ェジプト

ェチオピア

イラン

リビア

スリランカ

タイ

氏名

ABDULRAU皿Ko亙NAw畑D

LUT亙ULRAHMAN

���卉��

Mo肌MEDMED肌TALYNAss畑

MEN朋REZ肌肌IKAcHEw

IユA皿IDJATムDI

Mo肌MEDSAADムLILムELBE-

午��

SUBRA皿ANIA皿SELYムRAJAH

SwA工P0NGsUwAN

所属

農業･灌潮1省

水資源開発局

灌潮1工事局

地下水調査局

水資源委員会

テヘラン地方水資源

局

水資源総局

灌概局

カサタｰト大学

個別研修(49,4.1～50.3.31)

国籍�氏名�研修課目�期間�備考

タイ�CHIRAMIT�海洋地質�49.6.24～�CCOP

�R五sRIKRI酬G亙RA工��49.9.30�フェロｰシツプ

インドネシァ�GUL皿ILムm�物探デｰ�49,11.5～�ITIT

�SURIADIAKIL�タ処理�50.1,23�○フエロｰシッフ

フィリピン�BムsSANIo�地熱開発�50.12.17～�

�S0RIAN0V畑Gムs��50.3.16�JICA

エジプト�MoUsTA亙A�地球化学�49.12.17～�

�H.Y.HAs亘AD��50.1.24�J工CA

ラビアイランおよびトルコの関係機関を訪間するため

昭和49年11月20目から12月10目まで出張した･

国際協力事業団が毎年行なっている帰国集団研修員の

フオロｰアップ事業の1つとして当所で実施してきた

沿海鉱物資源探査および地下水開発の2つの集団研修コ

ｰスの帰国研修員のその後の状況および今後の研修コｰ

ス運営のための資料を得るため海外室河野建也技官お

よび応用地質部野間泰二技官はタイマレｰシアおよ

びインドネシアに昭和50年2月23目から3月18目の間

出張した.�
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アメリカ石油地質学会(AAPG)エスキャプ･アジ

ア沿海鉱物資源共同探査調整委員会(CCOP)および太

平洋学術協会(PSA)の共催により昭和49年8月26目

から8月30目の間米国ハワイ州ホノルルで開催され

環太平洋内外の29ヵ国カミ参加した.

炭化水素･石炭･地熱･金属非金属鉱物および地下水

の各種資源にわたってその分布と探査法を中心として

約120の講演が行なわれアド･ホック委員会や環太平

洋マップ･プロジェクト会合なども開かれた.

この会議に日本から20数名カミ参加し当所からは小林

勇所長佐野渡一海外室長嶋崎吉彦課長が参加した.

マレｰシア地質調査所(イポｰ50.3.6撮巖)

5.国際･会議

国の内外で開催される地学関係の国際会議はますます

増加の傾向を示し当所職員のそれら会議への参加要請

ならびに事務局をつとめる機会が多くなってきた.

南極ドライバレｰ掘削計画第1回セミナｰ(皿Y犯疋)

目･米･ニュｰジｰランド3ヵ国による本計画は昨年

度の現地調査結果に関するセミナｰを米国ワシントン

州シアトノレ大学で開催し技術部倉沢一技官は日本学術

振興会の経費により昭和49年5月28目から6月2目ま

での間このセミナｰに参加するため米国に出張した.

南太平洋地域沿海鉱物資源共同探査調整委員会第

3回会合(CCOP/S0疋Ac)

エスキャプに属するこの委員会の会合は昭和49年9

月2目から10目の間西サモアの首都アピアで開催され

フィジｰ･ニュｰジｰランド･トンガ･西サモアの4加

盟国の代表国連開発計画(UNDP)の海洋地質専門家

およびユネスコの代表が出席した.オｰストラリア･

フランス･日本･ソ連および英国の各国政府ならびに

米国のハワイ地球物理学研究所(HIG)･スクリップス

海洋研究所(SIO)･米国地質調査所(USGS)は技術顧

間を派遣しわが国からは技術顧問として佐野凌一海外

室長が会合に出席した.

アジア沿海鉱物資源共同操査調整委員会第11回会合

(CCO疋)

国連アジア太平洋経済社会委員会(エスキヤプESCAP

旧エカフェ)に属するCCOPの第11回会合は昭和49

年8月7目から21目の間韓国のソウノレで開催された.

日本･インドネシア･クメｰル･マレｰシア･フィリピ

ン･韓国･ベトナム･シンガポｰルおよびタイの全加盟

国の代表が出席しオｰストラリア･カナダ･フランス

･西独･日本･オランダ･英国および米国の政府から特

別顧問が派遣された.また国連開発計画(UNDP)

ユネスコの政府間海洋学委員会(IOC)エスキャプお

よび環太平洋エネルギｰ鉱物資源会議の代表が参加した.

UNDPの東アジア地域沿海探査に対する技術援助プロ

ジェクト･マネジャｰとそのスタッフが会議の事務局を

つとめた.

日本代表団は代表佐野凌一海外室長他4名により構成

され早川正巳東海大学教授がCCOP特別顧間として

またCCOP事務局へ出向中の地質部沢村孝之助技官が

それぞれ会合に参加した.

環太平洋エネルギｰ鉱物資源会議(C亙廻MRC)

第4回国際鉱床学連合会議

鉱床部佐々木昭課長は科学技術庁国際研究集合派遣経

費によりこの会議に出席するためブルガリアに昭和49

年9月16目から10月6目まで出張した.

天然資源の開発利用に関する日米会議(WJN児)海

洋地質部会

目本側部会長および部会員として岡野武雄企画室長

鉱床部嶋騎吉彦課長および海洋地質部盛谷智之技官は

昭和49年9月2目から9月11目まで米国西海洋地域に出

張した.

環太平洋地図プロジェクト(CPW亙)

この計画は環太平洋地域の地質および鉱物資源に関す

る情報を表窺するいくつかの地図を編集しようとチるも

のでアジア地域ゴｰディネｰタを資源開発大学校西脇

専務理事カミ引受けられ当所海外室がその事務局をつと

めている.国内では関係各機関の協力を求め標準凡例

の作成を終り来年度から標準凡例の国際的検討と併行

して必要資料の収集保管および各種地図の作成を進め

る,完成目標は昭和53年度の予定である,�


